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第 1 章  本研究の背景と目的  

第 1 節  保育者に求められる保育実践力  

乳幼児期の保育・教育が，子どもの発達に長期的な影響をもたらす

ことが示される中で，保育者の子どもへの関わりや対応が，子どもの

発達に重要な役割を果たしていることが明らかにされている。例えば，

保育者による情緒的な関わりは，子どもの言語発達を促進し，社会的

スキルを予測する（ Cur by,  B roc k ,  &  Ham re ,  2 01 3 ;  Mas hb urn  e t  a l . ,  20 08）

ことや，肯定的で子どもの課題に応じた対応は，課題を抱える子ども

の 問 題 行 動 を 減 少 さ せ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 阿 部 ,  201 5 ;  木 曽 ,  

201 2）。しかし，保育者が子ども一人ひとりの発達や課題に応じて適切

な関わりや対応をすることは容易ではなく（木曽 ,  20 12），保育者の精

神的健康状態にも関連することが示唆されている（赤田 ,  20 10）。その

ため，保育者の子どもへの関わりや対応に関する知識や技術の向上を

図る検討が必要である。  

保育者の子どもへの適切な関わりや対応に関する力は，「保育実践

力」とよばれる（木村・橋川 ,  2 00 8 ;  木村・田村・谷村 ,  20 1 7）。本研究

では，先行研究の定義をより明確にし，保育実践力を「子どもに関わ

る場面で，保育に関する知識や技術を活用する力」と定義する。この

保育実践力には，省察と子ども理解の 2 つの要因が関係すると指摘さ

れている（ Dob bs  &  Arn o ld ,  20 09 ;  金 ,  2 0 09 ;  小田・中坪 ,  2 0 19）。  

第 2 節  保育実践を支える子ども理解と省察  

省察と子ども理解は，保育循環モデル（中坪・香曽我部・後藤・上

田 ,  2011 ;  小田・中坪 ,  20 19）においても，保育実践に関わる力量とし

て位置づけられている。保育循環モデルとは，保育者の専門的な思考

や行為を捉える枠組みで，「子ども理解」を起点として「保育計画」が
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作られ，「保育実践」と「省察」を通して新たな「子ども理解」につな

がるとする循環型のモデルである。思考や行為の連続性を踏まえた専

門的力量を捉える枠組みとしては有効であるが，保育実践力の向上に

対する省察や子ども理解の関連や作用については示されていない。保

育実践の向上を図るためには，保育実践力に対する省察や子ども理解

の関連や作用を明らかにし，具体的な保育実践支援を検討できる枠組

みが必要である。  

初めに，省察に関しては，「反省的実践家」という概念（ Sc h ön ,  19 83）

が提唱されて以来，保育実践を改善し，向上を図る要因として位置づ

けられ，研究が進められてきた。保育実践後の「話し合い（対話）」を

通した省察によって，気づきが促され，子ども理解や子どもへの関わ

り方が変化していくこと（金 ,  2 009 ;  名須川 ,  200 3）や，省察のレベル

が高い保育者は，子どもに対して豊富な関わりを行うこと（ S ys lo vá ,  

201 9）が示されている。また，省察の程度を測定する尺度も開発され

（杉村・朴・若林 ,  200 7 ;  2 00 9），保育経験 10 年未満群は，子どもの変

化や子どもに関する情報利用の程度が 10 年以上群に比べて低いこと

が明らかにされている。さらに，省察と保育実践の関連については，

省察尺度得点が高いほど保育がうまくいくとは限らず，省察の個人差

（タイプ）を考慮する必要性も指摘されている（杉村他 ,  2 00 9）。  

これまでの省察に関する知見の多くは，定性的アプローチによる結

果から得られたものであり，定量的なアプローチによって保育実践力

を含めた検討は行なわれてこなかった。そのため，保育実践力の向上

にどのような省察が寄与するのか，省察と経験年数のどちらの寄与が

大きいのか，そして，省察の個人差が保育実践力とどのように関連す

るのか，といった省察と保育実践力の関係が十分に明らかにされてい
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ない。  

次に，子ども理解に関しては，子どもの言動を捉える視点が，外面

的理解（行動，発言，表情など），内面的理解（動機，意欲，欲求など），

背景（人間関係，家庭，発達など）に整理できることが示されている

（佐藤・相良 ,  20 14）。また，子ども理解の視点は，保育者の経験年数

や子どもの行動特性によって異なることが示されている（ Arb eau  & 

Co p lan ,  2 00 7 ;  佐藤・相良 ,  201 7）。さらに，保育者が子どもの行動を統

制可能と捉えた場合，厳しい関わりをする傾向があり，統制困難と捉

えた場合，厳しい関わりが少なくなるという（ Hag ek u l l  &  Hammar be rg ,  

200 4）。これは，子ども理解が，関わりや対応に関する知識，技術の活

用に影響することを示唆している。子ども理解は，保育実践の基盤と

して位置づけられているものの，保育者自身が客観的に把握すること

は難しく，必ずしも経験年数に応じて深まるとは限らないため，意識

的な取り組みが必要であると指摘されている（西山・片山・謝 ,  1 99 7）。  

これまでの子ども理解に関する研究では，子ども理解の視点は，ど

のように構成されているのか，その構造は明らかにされていない。ま

た，子ども理解と保育実践力の関連が示されていない。そして，子ど

も理解を深め，保育実践の向上につなげる実践的方法の検討が不十分

である。  

第 3 節  本研究の目的  

以上より，本研究では省察ならびに子ども理解と保育実践力の関連

を検討することを目的とする。そして，保育実践力の向上に関して得

られた知見をもとに，保育実践支援モデルの提案を目指す。  

初めに，研究 1 では，保育実践力に対する省察と保育経験年数の関

連を定量的に検討するとともに（研究 1- 1），省察のタイプと保育実践
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力との関連を明らかにする（研究 1-2）。次に，研究 2 では保育者の子

ども理解の構造（メンタルモデル）を明らかにした上で（研究 2-1），

子ども理解と保育実践力，対応の関連について検討する（研究 2 -2）。

最後に，研究 3 で保育者の子ども理解を可視化する支援方法を提案し，

その有効性について検討する。  

 

第 2 章  省察と保育実践に関する検討  

第 1 節  省察と保育経験年数，保育実践力の関連（研究 1- 1）  

 目的  保育 実践 力に省察と保 育経 験年数がどの よう に 寄与するの

かを明らかにする。先行研究では，経験から学ぶには能力が必要であ

り（ Mo on ,  2 00 4），その能力として保育・教育実践では省察が位置づけ

られている（秋田 ,  2 000）。以上から，本研究では保育実践力に対して，

省察と保育経験年数はいずれも関連があるが，省察と保育実践力の方

が，保育経験年数と保育実践力の関連より強いと想定している。  

 方法  参加者  私立保育園保育士 5 20 名を対象に集団質問紙調査を

実施した。有効回答率は 83 .4％，有効回答数は 434 名（平均保育年数

M  =  12 .1 年，S D  =  1 0 . 1）。調査内容  保育実践力尺度（木村・橋川 ,  20 08）

の 4 つの下位尺度「指導計画力」「指導展開力」「共感的指導力」「省察

的指導力」の 26 項目について，4 件法で回答を求めた。省察尺度（杉

村他 ,  20 09）の 6 つの下位尺度「自己考慮」「自己注意」「子ども分析」

「子ども察知」「他者情報利用」「他者情報収集」の 33 項目について，

5 件法で回答を求めた。なお，省察尺度は，省察の対象が「保育者（自

己）」，「子ども」，「他者」の 3 つ，省察のレベルが「行為の中の省察」

と「行為についての省察」の 2 つに分けられている。  

 結果  保育実践力尺度の因子構造  木村・橋川（ 200 8）の 4 因子構
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造は，保育者養成校教員を対象にした結果であったことから，確証的

因子分析を行い，モデルの適合度を検討した結果，一定水準以下であ

った。そこで，現役の保育者の因子構造を検討するために，探索的因

子分析を行った結果，3 因子解 2 3 項目が採択された。確証的因子分析

の結果，モデルの適合度指標は， GFI  =  .90 ,  AGF I  =  . 88 ,  CFI  =  .9 3 ,  

RMS E A =  . 05 であり許容範囲内であった。この結果から，保育実践力

尺度は，「生活環境の理解力」，「子ども理解に基づく関わり力」，「環境

構成力」の 3 つの概念構成が妥当であると判断した。省察と保育経験

年数，保育実践力の関連  初めに，省察，保育経験年数，保育実践力

間のピアソンの相関係数を算出した。省察は保育経験年数と弱い正の

相関（ r  =  . 21 ,  p  <  . 01），保育実践力と中程度の正の相関（ r  =  . 48 ,  p  

<  . 0 1）があり，保育経験年数と保育実践力に中程度の正の相関（ r  =  . 4 1 ,  

p  <  . 01）があった。次に，省察と保育経験年数を説明変数，保育実践

力の合計得点を目的変数として階層的重回帰分析を行った結果，省察

と保育経験年数は，それぞれ保育実践力の説明に有意に寄与していた

（ Tab l e  1）。さらに，保育実践力の合計得点と下位尺度得点を従属変

数，保育経験年数と省察の下位尺度得点を独立変数とする重回帰分析

を行った結果，保育実践力全体（合計）については，予測変数として

独立変数

経験年数 .40 ** .32 ** .33 **

省察 .41 ** .41 **

経験年数×省察 -.06

R
2 .16 ** .32 ** .33 **

Adjust R
2 .16 .32 .32

ΔR
2 .16 ** .16 ** .00

表中の数値は標準偏回帰係数（β），** p < .01

Table1

 　保育実践力を従属変数とした階層的重回帰分析

Step1 Step2 Step3
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「経験年数」  . 25（ p  <  . 01），「子ども分析」  . 4 5（ p  <  .0 1），「子ども察

知」  . 2 3（ p  < .0 1）が選択され，特に「子ども分析」の係数が最も大

きかった。  

考察  相関分析から，保育経験年数と省察の関連よりも，保育経験

年数と保育実践力の関連が強く，それ以上に省察と保育実践力の関連

が強いことが明らかになった。この結果は，想定していた仮説を支持

するもので，省察の重要性を実証的に裏付けている。さらに，経験年

数の少ない保育者であっても，省察により保育実践力を高められるこ

とが示唆された。また，経験を重ね，子どもに関する省察を行うよう

になることで，子どもの発達や状況に応じた保育実践が展開できるよ

うになると考えられる。  

第 2 節  省察のタイプと保育実践力の関連（研究 1-2）  

 目的  省察のタイプの違いが，保育実践力とどのような関連がある

かを明らかにする。省察のタイプについては，経験に伴い省察の対象

が，自己から子どもに焦点化されるという結果（山川 ,  2 00 9）から，例

えば，子どもに関する省察をよく行うタイプ，あるいは保育者自身に

関する省察をよく行うタイプが確認されると考えられる。  

方法  参加者と調査内容  研究 1- 1 と同様であった。  

結果  省察の類型化  省察の下位尺度の Z 得点を用いて War d 法，

クラスター分析を行い 7 つのクラスターを得た。省察下位尺度の平均

値をもとに，各クラスターを省察低群（ 3 .0 0 以下）・中群（ 3 .0 1 以上

～ 4 .00 以下）・高群（ 4 .01 以上）に分けた。さらに，省察 6 下位尺度

得点の全体平均と，各クラスターの平均との差を算出した得点の情報

から，各クラスターの特徴を捉え命名した。省察のタイプと保育実践

力  各クラス ター における保育 実践 力の下位尺度 得点 の平均と標準
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偏差を算出し（ Ta b l e  2），一元配置分散分析を行った。その結果，「生

活環境の理解力」「子ども理解に基づく関わり力」「環境構成力」「実践

力合計」において，クラスター間の得点差が有意であった（それぞれ，

F (6 ,  42 7 )  =  14 .3 1 ,  F ( 6 ,  4 27 )  =  2 2 . 27 ,  F ( 6 ,  427)  =  14 .51 ,  F ( 6 ,  42 7 )  =  20 .5 6 ,  

全て p  <  . 0 1）。多重比較の結果，保育実践力の下位尺度，合計のいず

れにおいても，「省察高・他者情報収集高群」の得点が最も高く，「省

察低・子ども察知低群」の得点が最も低かった。また，同じ省察中群

でも「子ども察知低群」は，「生活環境の理解力」「子ども理解に基づ

く関わり力」において，他の 2 群に比べ有意に得点が低かった。  

 考察  7 つのクラスターの特徴から，省察の頻度が同程度の保育者

であっても，省察の対象やレベルで異なる様相を呈することが見出さ

れた。また，省察の頻度が同程度であっても保育実践力に差があった。

特に，省察中群では，「子ども理解に基づく関わり力」の得点差が大き

かったことから，省察の対象やレベルの違いは，保育実践力の中でも，

子どもの気持ちを励ましたり，葛藤経験を支えたりする関わり力に関

Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅶ Ⅵ Ⅳ Ⅴ

低 低 中 中 中 高 高

子ども察知
低群

自己注意
低群

子ども察知
低群

他者情報収集
低群

子ども察知
高群

自己注意
高群

他者情報収集
高群

2.75 2.74 2.81 3.13 3.00 3.12 3.40

(0.60) (0.58 ) (0.42) (0.36) (0.41) (0.42) (0.39)

2.76 2.97 3.07 3.45 3.31 3.40 3.60

(0.76) (0.42) (0.37) (0.36) (0.40) (0.34) (0.32)

2.60 2.79 2.90 3.23 3.05 3.19 3.52

(0.81) (0.53) (0.43) (0.35) (0.55) (0.45) (0.35)

2.71 2.84 2.93 3.28 3.13 3.25 3.51

(0.71) (0.44) (0.36) (0.31) (0.40) (0.35) (0.32)

各尺度得点は項目数で割った値を示した。

Table 2

クラスタ―

環境構成力

実践力合計

　各クラスターにおける実践力下位尺度得点の平均とSD

生活環境の
理解力

子ども理解に
基づく関わり力
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連することが示唆された。  

 

第 3 章  子ども理解と保育実践に関する検討  

第 1 節  子ども理解のメンタルモデル（研究 2-1）  

目的  本研究では，保育実践における子ども理解の構造とその変化

を捉えるためにメンタルモデルという概念を導入する。メンタルモデ

ルは「一般に，人が情報理解や情報処理を行う際に前提とするこれま

で の 経 験 や 知 識 を 元 に 作 り 上 げ ら れ た 個 人 の 持 つ 認 識 枠 組 み  

（ Norm an ,  19 83 ,  p .8）」と定義される。保育者のメンタルモデルは，保

育に関する知識や信念など，専門家特有の視点が関連しながら構造化

されており，子どもの行動や特性に応じた理解や予測を可能にしてい

る。本研究において，メンタルモデルを導入することにより，実践的

思考のダイナミックな側面を捉えていくことが期待される。  

方法  参加者  保育所・幼稚園に勤務し， 3 歳児から 5 歳児クラス

までの担任または副担任の経験がある保育者 3 3 名（保育経験年数 M 

= 11 .0 3 ,  S D  =  8 . 86）。調査内容  乱暴な幼児と内気な幼児の事例（杉

村・桐山 ,  19 91）に行動傾向，他者との関係状態，今日の遊びの様子を

加筆した場面を提示し，（ a）場面に対する対応，（ b）対応の理由につ

いて尋ねる半構造化面接を個別に行った。分析方法  状況や子どもの

特性への理解が反映する（ b）の回答を分析対象として，木下（ 2 00 3）

の修正版グラウンデッド・セオリーアプローチ（ M- GTA）に沿って分

析した。最初に，「特性に応じた子ども理解の認識枠組み」という分析

テーマを軸にデータの関連箇所に着目し，概念ごとに分析ワークシー

ト（概念名，定義，具体例，理論的メモを記入）を作成した。そして，

概念の関係からカテゴリーを生成し，概念間およびカテゴリー相互の
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関係を検討しながら分析結果をまとめ，最後に結果図を作成した。  

結果と考察  事例に共通した 3 つのカテゴリーと事例別の概念（乱

暴な幼児では 1 5，内気な幼児では 12）が生成された（乱暴な幼児に

関する結果図を Fi g ure  1 に示す）。両事例において，保育者の子ども

理解は，行動特徴や内面，背景などの主観的な捉えに基づく【子ども

情報の吟味】を軸に展開された。そして，主観的に捉えた子どもの姿

を【年齢に応じた発達段階】と比較・照合することで，相対的視点を

踏まえたより適切な理解につなげていく。さらに，子どもに応じて経

験してほしい【園生活を通じた成長期待】を意識することで，今後の

具体的な対応 を視 野に入れた子 ども 理解が方向付 けら れることが示

された。  

第 2 節  子ども理解と保育実践力，対応の関連（研究 2 - 2）  

 目的  子ど も理 解が保育実践 力や 対応とどのよ うに 関連するかを

明らかにする。保育実践力では，一般的な子どもに関わる場面を測定

し，対応では，事例に示された特定の子どもに関わる場面を測定して

Figure1. 乱暴な幼児に関する結果図

【年齢に応じた

発達段階】

<他者の心情理解>

<集団形成の状態>

<遊びに関する理解>

【園生活を通じた

成長期待】

<遊びやルールを共有する

楽しさ>

<自分の行動への気づき>

<子ども同士の解決>

【子ども情報の吟味】

<家庭状況>

<当事者同士の関係>

<集団内での存在感>

背景

＜保育者との関係＞

<対人スキル>

外面

内面

<欲求状態>

<遊びの夢中度>

<行動特徴>

<ルール理解>
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いる。この 2 つの方法で測定することで，子ども理解と保育実践の関

連を多角的に検討できると考えられる。子どもの行動特性の捉えと関

わりの関連が示されており（ Ar be au  & Co p la n ,  20 07 ;  Do bbs  &  Ar no l d ,  

200 9），子ども理解と関わりや対応の密接な関連が想定される。特に，

子ども理解と保育実践力の関連では，保育実践力の中でも，子どもに

対する直接的で具体的な関わり方を含む「子ども理解に基づく関わり

力」の間で有意な関連が確認されると考えられる。  

 方法  参加者と調査内容  研究 2 - 1 の参加者に，面接終了後，保育

実践力尺度（木村・橋川 ,  20 08）の 2 3 項目について， 4 件法で回答を

求めた。対応に関しては，研究 2-1 で各事例に対する対応を尋ねた際

の回答（ a）を分析に用いた。  

結果  子ども理解と保育実践力の関連  研究 2-1 で生成された「子

ども情報の吟味（サブカテゴリー：（外面・内面・背景）」「年齢に応じ

た発達段階」「園生活を通じた成長期待」の 5 つの分類ごとの発話数

と保育実践力下位尺度得点を用い，スピアマンの順位相関係数を算出

した。乱暴な幼児の場合では，「子ども情報の吟味（背景）」と「子ど

も理解に基づく関わり力」「環境構成力」に中程度の正の相関が（順に，

r  =  . 48 ,  p  <  . 01  ;  r  =  .5 7 ,  p  <  . 01），「年齢に応じた発達段階」と「子ど

も理解に基づく関わり力」に中程度の正の相関があった（ r  =  .4 4 ,  p  

<  . 0 5 )。一方，内気な幼児の場合では，「子ども情報の吟味（内面）」と

「子ども理解に基づく関わり力」に中程度の正の相関があった（ r  =  . 40 ,  

p  <  . 0 5）。子ども理解と対応の関連  子ども理解は，先述と同様の発

話数を用いた。対応については，発話を KJ 法により「問題解決的対

応」「活動展開的対応」「自律援助的対応」「情動調整的対応」「関係調

整的対応」「周辺連携的対応」の 6 つに分類し，発話数を計数した。こ
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れらの発話数をもとにスピアマンの順位相関係数を算出したところ，

乱暴な幼児の場合では，「子ども情報の吟味（背景）」と「関係調整的

対応」に中程度の正の相関があった（ r  =  .5 3 ,  p  <  . 01）。一方，内気な

幼児の場合では，「子ども情報の吟味（外面）」と「活動発展的対応」

に中程度の負の相関（ r  =  - . 6 2 ,  p  <  . 0 1）が，「子ども情報の吟味（内

面）」と「活動発展的対応」に中程度の正の相関（ r  =  . 47 ,  p  <  . 0 1）が

あった。  

考察  初めに，子ども理解と保育実践力の関連については，両事例

において「子ども理解に基づく関わり力」の関連が示された。行動特

性にかかわらず，一人ひとりの発達や課題を理解することによって，

子どもに対し て直 接的で具体的 な関 わりや指導を して いくことが示

唆された。次に，対応に関しては，乱暴な幼児の場合，人間関係や家

庭環境など対象児を取り巻く背景への理解が，園生活に必要な関係づ

くりといった対応と関連することが示された。一方，内気な幼児の場

合，言動を捉えたり，心情を推論したりすることが，園生活における

遊びや活動を積極的に展開させる対応と関連することが示された。こ

のように，子どもの特性によって理解と関連の様相は異なっているが，

適切な関わりや対応には，子ども一人ひとりの行動特性や発達課題の

特徴を捉える多面的な理解が必要であることが示唆された。  

 

第 4 章  子ども理解のメンタルモデルを活用した実践支援（研究 3）   

 目的  保育実践力の向上を図るため，保育者の子ども理解のメンタ

ルモデルを可視化する実践支援を提案し，その有効性を検討する。本

研究において，保育者の子ども理解を可視化する支援を行うことで，

子ども理解の視点が増えたり，保育者が客観的に自分の子ども理解の
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特徴や偏りに気づいたりすることが促進されると考えられる。  

 方法  参加者  Y 私立幼稚園に勤務する幼稚園教諭 4 名（ A 教諭：

2 年目， 5 歳児担任； B 教諭： 2 年目， 3 歳児担任； C 教諭： 3 年目， 5

歳児担任； D 教諭： 3 年目， 4 歳児担任）。調査内容  クラスの中で気

になる子どもを１名選定してもらい，対象児への理解や対応について

尋ね，語りの内容を付箋紙に書き出す作業を含む個別面接を月１回程

度，計 5 回実施した。面接手続きでは，学習者の認知過程に焦点化す

る認知カウンセリング（市川 ,  2 01 7）を援用し，参加者自身が対象児

への理解や関 わり 方の状態 を段 階的 かつ客観的に 把握 することを目

指した。各回面接後に，対象児への指導方法の変化を測定するために，

指導方法尺度 23 項目（杉村・桐山 ,  1 9 91）への回答を，初回（１回）

と最終回（ 5 回）で，実践支援の有効性を測定するために，省察尺度

36 項目（杉村他 ,  20 0 9）と多次元保育者効力感尺度 25 項目（西山 ,  20 06）

への回答を求めた。  

 結果と考察  対 象児に対する 理解 の変化  子ど も理 解の視点に関

する回数別の言及数を Tab le  3  に示す。ベースラインは，個別支援初

回時点の面接前の言及数であり，初回と最終回は面接後の言及数であ

子ども理解の視点
ベース
ライン

1

回

2

回

3

回

4

回

5

回

合

計

ベース
ライン

1

回

2

回

3

回

4

回

5

回

合

計

ベース
ライン

1

回

2

回

3

回

4

回

5

回

合

計

ベース
ライン

1

回

2

回

3

回

4

回

5

回

合

計

〔子ども情報吟味〕

　【外面】 2 4 5 5 7 7 28 2 5 6 9 7 4 31 6 6 8 8 7 9 38 5 6 4 8 4 7 29

　【内面】 2 3 2 6 4 8 23 1 2 2 7 3 4 18 3 3 5 6 3 4 21 4 5 2 3 7 3 20

　【背景】 2 4 2 1 0 0 7 0 1 3 2 3 2 11 1 1 3 1 1 2 8 1 2 2 3 2 2 11

〔園生活を通じた成長期待〕 0 0 2 2 2 3 9 3 3 2 2 2 2 11 0 3 2 1 2 1 9 0 2 2 2 2 2 10

〔年齢に応じた発達段階〕 0 1 1 1 6 6 15 0 0 2 1 0 1 4 0 0 0 2 3 2 7 0 1 1 1 2 3 8

言及数 6 12 12 15 19 24 82 6 11 15 21 15 13 75 10 13 18 18 16 18 83 10 16 11 17 17 17 78

Table 3 

メンタルモデルの枠組みに基づく子ども理解の言及数の変化

A教諭 B教諭 C教諭 D教諭
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る。全体的な傾向として，ベースラインより 1 回目以降の言及数は，

全参加者で増加した。また，1 回目以降，3 回目までの言及数は，全参

加者でおおむね増加傾向にあった。子ども理解の視点別の結果では，

対象児の言動 や表 情など客観的 に捉 える外面情報 の言 及数が最も多

く，次いで内面情報，背景情報であった。この結果は，本研究が対象

児の姿や行動 特徴 といった客観 的に 捉えている内 容を 記述すること

から開始した こと が影響してい ると 考えられる。 実践 支援の有効性  

各尺度の初回（ 1 回）と最終回（ 5 回）の合計得点を Ta b le  4 に示す。

省察尺度においては， D 教諭を除き 1 回より 5 回で得点が高かった。

保育者効力感尺度においては，参加者全員が 1 回より 5 回で得点が高

かった。指導方法尺度の受容的指導得点では，D 教諭を除き 1 回より

5 回で得点が高く，意図的指導得点で全参加者が 1 回より 5 回で得点

が高かった。  

以上の結果から，保育者の対象児に関するメンタルモデルを可視化

した実践支援は，暗黙的で意識化しにくい子ども理解を客観的に捉え

ることを容易にしたと考えられる。本研究の実践支援は，省察や保育

実践の向上に一定の有効性があることが示唆された。  

1回 5回 1回 5回 1回 5回 1回 5回

A教諭 109 122 77 82 30 40 32 38

B教諭 152 157 79 90 21 31 31 44

C教諭 136 140 85 93 33 40 30 39

D教諭 133 124 71 75 28 26 37 40

　範囲36-180 　範囲25-125 　範囲11-44 　範囲12-48

Table４

各尺度の初回（１回）と最終回（５回）の合計得点

省察尺度 効力感尺度 受容的指導 意図的指導
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第 5 章  総合考察  

第 1 節  本研究の成果   

本研究では，保育実践力の向上に関する知見を得ることを目的とし

て，省察ならびに子ども理解と保育実践力の関連を検討し，以下の 3

点の成果を得た。第 1 に，研究 1 において，経験年数より省察の方が，

保育実践力と 関連 があることを 定量 的に示したこ とで ， これまで保

育・教育実践において専門性の向上に不可欠とされてきた省察の重要

性（秋田 ,  2 00 0）を実証的に裏付けることができた点である。加えて，

省察のタイプの検討によって，個々の保育者の省察の状態を把握し，

省察の対象や レベ ルに着目した 省察 方法の必要性 を 示 唆した点であ

る。第 2 に，研究 2 において，子ども理解の構造をメンタルモデルと

して捉えたことで，保育に関する知識や信念など専門家特有の視点が

関連し合う構造を仮説モデルとして提示することができた点である。

これは，保育者の知識の構造化（高濱 ,  2 00 0）の様相を捉えた結果で

あるといえる。保育者の実践知に関する研究は小学校以上に比して少

ない現状があり（砂上他 ,  20 12 ;  高濱 ,  2 00 0），保育者の実践知を示し

た点で意義がある。第 3 に，子ども理解を可視化する実践支援によっ

て，対象児への理解や保育者自身への理解を深め，子ども理解ならび

に省察，保育実践の向上を示した点である。特に，省察尺度得点の変

化から，実践後の省察場面に対する実践支援は，子どもの言動への気

づき（ 1 次省察）よりも，分析・評価（ 2 次省察）に有効であることが

示唆された。これは，研究 1-2 と同様，省察の対象とレベルの違いを

考慮する必要性を指摘している。省察によって子ども理解を深め，さ

らに保育実践の向上を図るためには，子どもの行動や言動への気づき
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を促す実践支援が必要である。  

第 2 節  本研究の限界と課題   

本研究における今後の課題は，以下の 4 点である。第 1 に，保育実

践力の測定では，園長や主任保育者による他者評価や，実践場面の観

察によって保育実践力を多面的に評価する必要がある。第 2 に，保育

実践力向上のプロセスを検討するために縦断的な検討が必要である。

実際には，保育実践力のある人が現場に適応しやすく，それが経験年

数の長さや省察の程度の高さにつながっている可能性がある。保育実

践力の向上には，省察や経験年数以外にどのような要因が含まれるの

かを視野に入れた検討が求められる。第 3 に，実践支援の提案におい

て，対象者を増やし経験年数を広げることでキャリア支援の観点から

も検討が必要である。様々な保育経験年数の保育者を対象にして，キ

ャリアステージ応じた子ども理解の様相を明らかすることで，保育実

践力の向上につなげる省察方法の提案が可能になる。また，面接の手

続きの簡略化と改善を行い，保育現場で実際に活用可能な方法を検討

する必要がある。第 4 に，円滑な保育循環に作用する要因の検討であ

る。例えば，保育への動機づけや効力感は，重要な要因であると考え

られる。また，同僚やメンターの存在が，子ども理解や省察を促すこ

と（金 ,  2 00 9 ;  名須川 ,  20 03）からも，保育カンファレンスや研修の質

など，保育現場の組織風土の醸成を目指していくことが求められる。 

第 3 節  今後の展望  

保育者の思考と行為を捉える枠組みとしては，保育循環モデルがあ

る（中坪他 ,  2011 ;  小田・中坪 ,  20 19）。しかし，このモデルは，子ども

理解，保育計画，保育実践，省察のそれぞれの思考や行為を時間軸に

沿って示したもので，保育実践力の向上に対する省察や子ども理解の
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関連あるいは作用について示されていなかった。そこで，最後に本研

究の成果を踏まえ， Figu re  2 に保育実践支援モデルを提案する。  

子ども理解は，研究 2 および研究 3 の結果で示されたように保育計

画や保育実践を方向付ける機能を有している。そこで，子ども一人ひ

とりの発達や課題に応じた実践には，子ども理解の視点が多様性や柔

軟性を持っているかを確認することが実践支援の手立てになる。また，

保育者は子どもの姿，子ども理解，保育計画，保育実践を省察し，そ

の過程で分析・評価，修正・改善を行っていく。省察過程でそれぞれ

が円滑に機能することで保育実践の向上につながっていく。そして，

研究 1 の結果から示唆されたように，保育者のキャリアステージと個

人差を踏まえることが，省察の円滑な機能を目指す上で有効な手立て

になる。今後は，本モデルで示された実践支援の具体的な手立てを参

考に実践支援を展開し，モデルを改善していくことが必要である。  

 

省察

気づき（１次）

個別的認識（２次）

一般的認識（３次）

Figure 2. 保育実践支援モデル
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日・週・月・期・年

保育実践
生活・遊びの援助・環境構成
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